
「パーソナル ヘルスケア デバイスの標準化とコネクティッド パーソナル

ヘルスへの展開」 

 

今年２月コンティニュアという企業連携の中で、パーソナル ヘルスケア 

デバイスの標準規格が決定され、それに伴うガイドラインに沿ったプロダクト

が発表された。これにより、パーソナル ヘルスケア デバイス同士、また、

PC や携帯電話などの通信デバイスと相互接続性や運用性が可能となり、慢性疾

患やメタボリックなどの健康管理の改善が図られるとともに、ICT をつかった

次世代の個人医療の拡大と改善への先鞭がつけられることになった。この発表

では、標準規格 ISO/IEEE 11073 の取り組みと今後の展望について発表したい。 

 

ますます多くの人が抱える慢性疾患 

 

現在、全世界で約８億６０００万人が慢性疾患を患っており、その数は、急

増している。２０２０年までに、糖尿病患者の数は倍増し、心臓病と脳梗塞に

よる死亡者の数は、年間２０００万人を超えるものと予想され、やがては、慢

性疾患による死亡が全世界の死亡原因の４分の３を占めることになるとも予想

されている。 

この増大する慢性疾患患者のニーズに応え、すでに、各国での医療制度を脅

かしている負荷を軽減するためには、患者、患者の家族、そして、医療提供者

間のコミュニケーションをＩＣＴ技術で向上させ、患者の快適な暮らしを維持

しながら、医療提供者は、より多くの情報にもとづいて治療計画を決定するた

めに必要な情報へのアクセスを可能とさせる必要がある。 

 

２００１年あたりからフィンランドでは、１９７０年以降の３０年間に死因

の第一位だった心筋梗塞の羅漢率が中年層で、５０％以上も減少した。この急

激な変化は、地域コミュニティを強調し、食事療法、運動療法、禁煙といった

ライフスタイルの変化を目指す新しい医療プログラムの出現に促されたもので、

上記の期間におけるフィンランド国民一人当たりの健康保険費用は、ＥＵの平

均を２０％下回っており、ＧＤＰに占める医療コストは減少した。フィンラン

ドの事例から明白になるのは、費用がかかりにくい日常的な健康への意識がパ

ーソナルヘルスの改善につながり、ひいては、近代的な医薬や治療をはるかに

上回る集団医療コストの軽減効果をもたらしたことである。 

たとえば、米国では、治療を主体とした医療システムが経済に与える影響が

特に明白で、３０年間で医療費が倍増し、２０１７年には、ＧＤＰの２０％を

占めるものとなると予測されている。これまでは、医療費の７５％以上が慢性

病ケア管理で占められており、このままで行けば、米国内の医療総額が今後ほ

ぼ毎年７％づつ着実に増加すると予測されている。 

一方、これらの調査には、新しい発見もあった。それは、生活習慣を変える

ことによって、疾病の発生を回避したり、発症年齢を遅らせることは、可能で



あるということである。また、それによって生活習慣さえ変えれれば、人口の

大半をより健康な状態に維持できるとの予測が得られたのである。実際に複数

の調査が心筋梗塞、糖尿病、といった慢性疾病のリスク、癌の一部のリスクさ

え、個々人が生活習慣の改善に目を向ければ、６０％－８０％も減らすことが

できるというパターンが見て取れたのである。 

心不全、糖尿病、高血圧症その他の慢性疾患の患者が可能な限り健康を維持

するためには、自らが症状を管理し、厳格な治療計画に従わなければなりませ

ん。そうすると、在宅中、仕事中、あるいは、移動中にかかわらず、体重や血

糖値、血圧などのバイタルサインを常にモニタリングする必要性が生じてくる。 

 

ミシガン州立大学の調査では、健康維持への投資が、疾病発生後の医療費よ

りもはるかに経済的メリットが大きいことまた、当然のことながら患者の負担

が少ないことなどを含め、次のような分析の結果が明らかになった。１）不健

康な生活習慣は疾病人口を劇的に増加させる、２）発生してから手を打つのは、

コストがかかりすぎる、３）個人の生活習慣を改善することによって発症のリ

スクの少ない集団は、健康を維持することができる、４）ウエルネスに特化し

たプログラムによるコスト削減が実現可能であり、それによる効果は、目覚し

いものがある。 

この結果は、改善可能な健康状態をデジタイズし、個別化するテクノロジー

を使用することで、行動科学のベストプラクティスを実現していく大きな改善

が図れたことを意味する。これらの結びつけられたパーソナルヘルスソリュー

ションでは、１）簡便なモバイルモニタリングの提供で行動のバリアを削減、

２）リアルタイムでわかりやすいバイオメトリックス結果を個人に提供するこ

とで、情報フィードバックの頻度と即時性を向上、３）生活習慣の傾向をその

個人別データ内で表し、本人に健康上の結びつきを提示、４）健康の目標設定

と個人レベルのモニタリングを自分自身で行うことが可能、５）本人に合わせ

てカスタマイズした警告情報と個人別の仮想的なコーチングで定期的なやり取

りを行って、利用者への効果を強化、６）社会的な支援と強化を行うコネクテ

ィッドヘルスコミュニティに参加することで、個人としてのかかわりを継続す

るなどの実現が可能となった。 

 

 

 

ＩＣＴが患者が健康管理においてより積極的な役割を果たすのを支援 

 

個人向けのバイオメトリックスの一般的な普及とＩＣＴインフラの充実によ

り、患者の症状に関する情報を収集するテクノロジーは、すでに存在している。

しかし、必要とされているのは、この情報を効率的に共有できる相互運用型シ

ステムである。 

相互運用型システムは、患者の症状や治療計画の遵守、生活習慣に関する情



報を収集して、担当しやコメディカル、患者の家族などが相互に利用できるよ

うなるものである。また、異常とも思える事態があれば、医師は、患者の投薬

調整などの必要な措置を即座に講じることができるようになり、緊急事態が発

生し、応急処置が必要な場合には、家族と医療提供者に即座に通報されるので、

適切に対処することができるのである。さらに患者の健康情報へのアクセスに

よって、医療提供者は、より多くの情報に基づいた適切な治療方法を決定する

ことが可能になり、受診や入院の回数の減少にもつながって行くものである。 

この課題への挑戦は、コンティニュア ヘルスアライアンスという形で具現

化した。コンティニュアのメンバー企業や団体は、ホームシステムとセンサー

デバイスが相互に機能しあうことで、健康・医療情報の交換を促進する相互運

用性ガイドランを策定することを当面の目標とし、そのロゴ付製品を活用する

ことにより、患者は自分の健康情報にアクセスでき、そして、またそれを共有

することで、症状をより的確に管理できるようになる。もちろんこれらの製品

は、収集した情報を蓄積したり、患者の家族や医療提供者にも伝達することが

可能となる。 

コンティニュアでは、この強力な改革の仲介役を果たすことでこれまでばら

ばらに存在していたデバイス、センサー、プラットフォーム、データレポジト

リーを統合し、ガイドラインを評価し、促進する場を提供したのである 

 

コンティニュアの順調な発展 

 

コンティニュアは 2006 年 6 月の発足以来、「慢性疾患管理」や、「高齢者みま

もり」、「健康管理とフィットネス」の 3 分野に焦点をあわせた取り組んだ。ま

ず、糖尿病などの慢性疾患管理の分野では、健康機器や医療機器をネットワー

クに接続し、患者と担当医師が重要な情報を共有できるようになった。これら

の機器には、血糖値計、血圧計、パルスオキシメーター、その他の基本的な数

値測定用モニターが含まれる。高齢者みまもりの分野では、動作センサー、服

薬リマインダー、そして緊急応答サービスが、高齢者のケアに携わる家族およ

び専門スタッフの負担を減少させ、高齢者が自宅で安全に、かつ自立して健康

管理を行うための支援する。健康管理とフィットネスの分野では、ダイエット

やフィットネスに関心の高い人が、心拍数モニター、フィットネス機器や活動

モニターなどをネットワークに接続することで、体重や運動データを専門家と

即時に共有することができるようになった。さらに、コンティニュアが認定し

たデータ転送ハードウェアとソフトウェアを利用することで、対応機器の相互

運用性を一層強化することができるようになる。 

 

ガイドライン第一版が採用する標準規格について 

 

コンティニュアのガイドライン第一版の構成要素となる標準規格は、先端ヘル

スケア情報科学のデータ規格と、すでに実証済みの一般消費者向け電子技術を



組み合わせたものです。この標準規格によって、パーソナル・テレへルス機器

やヘルスサービスの、幅広い相互接続を可能にします。ガイドライン第一版の

構成要素となる標準規格には、電子医療記録（Electronic Health Records: EHR）

や、Bluetooth Medical Device Profile Specification（Bluetooth SIG）、USB 

Personal Health Device Specification（USB Forum）、ISO/IEEE 11073 Personal 

Health Device Specifications （IEEE）、HL7 規格などが含まれまる。さらに、

専用の医療機器に加え、一般的な電話回線や携帯電話、PC、セットトップボッ

クスなど標準的な通信機器を通じて、ヘルスケア提供側と受手側の情報共有を

サポートを実現しようとしている。 

 

テクノロジーとヘルスケア関連の産業が結びつくことによって、個人が把握

した生活習慣を自己報告するという、旧式の追跡方法から、生活習慣の改善指

標を客観的且つ、定量的にリアルタイムで提供し、フィードバックを得ること

によって、その情報が何を意味するのかを実感させることが可能となった。そ

れは、ちょうど、計器飛行で進入経路のソフトランディングを可能にするよう

に本人に健康の軌跡を管理することをＩＣＴが可能としてきたのである。 

 


